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肱
川
の
風
景

② 

寒
中
水
泳
大
会

大
洲
市
の
寒
中
水
泳
大
会
は
、
今
年

で
第
三
十
三
回
を
迎
え
ま
し
た
。

一
月
十
五
日
、
渡
場
下
の
河
原
で
開

か
れ
た
寒
中
水
泳
大
会
に
は
、
大
洲
小

学
校
、
愛
大
水
泳
部
、
神
伝
流
ス
イ
ミ

ン
グ
ク
ラ
ブ
な
ど
か
ら
約
百
二
十
人
が

参
加
し
て
、
肱
川
で
初
泳
ぎ
を
し
ま

し
た
。大
洲
市
に
ゆ
か
り
の
深
い
古
式
泳
法

「
神
伝
流
し
は
、
昭
和
六
十
年
に
保
存

会
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
そ
の
会
員
た

ち
に
よ
っ
て
、
式
泳
、
水
書
、
日
傘
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
メ
キ
シ
コ

か
ら
の
愛
大
留
学
生
も
見
物
に
来
て
、

「
こ
ん
な
寒
い
日
に
泳
ぐ
と
は
、
信
じ

ら
れ
な
い
し
と
驚
い
て
い
ま
し
た
。

今月号の主な内容

0駐車違反に厳しい措置…2・3P

O税の申告は3月16日までに…4P

O交通傷害保険にご加入を…・・5P

O児童手当制度改正…....・H ・..5P

O野田団地市営住宅

入居者を募集…....・H ・6P

O転出の手続きはお早めに・ 7P 

O第39回成人式………'"・H ・-目…8P

O休日急怠診療…...・H ・-盆・・…・・lOP

納期は
3月31日惨国民健康保険税(第6期)今月の納税



昭和62年3月1日おおず広報

道路交通法の一部改正

増
え
続
け
る
交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め
、
昨
年
道
路
交

-五

反 員リ 豆ノ¥ 害買

違反(反則)行為 己主 正 後 己主 正 前

大型 普通 自三 原イオ 大型 普通 自ニ 原イヲ

速度違反 25km/h以上 30附/h未満 25，000 18，000 15，000 12，000 

速度違反 20km/h以上 25km/h未満 20，000 15，000 12，000 10，000 15，000 10，000 8，000 7，000 

速度違反 15トm/h以上印刷/h未満
15，000 12，000 9，000 7，000 10，000 8，000 6，000 5，000 

しゃ断踏切立入り等

速度違反 15km/h未満

信号無視(赤色等) 通行区分違反・ 12，000 9，000 7，000 6，000 8，000 6，000 5，000 4，000 I 

整備不良車両(制動装置等)等

信号無視(点滅)・通行禁止違反・一
9，000 7，000 6，000 4，000 6，000 5，000 4，000 3，000 I 

時不停止，整僑不良(尾燈等)等

駐停車違反 15，000 12，000 7，000 

駐車違反、駐停車方法違反等 12，000 10，000 6，000 
6，000 5，000 3，000 

定員外乗車・路線パス等優先通行帯
7，000 6，000 4，000 5，000 4，000 3，000 

違反・警菅器吹鳴義務違反等

:9:差点右在折方法違反 初心運転者
6，000 4，000 3，000 4，000 3，000 2，000 

標識表示義務違反等

免許証不携帯等 3，000 2，000 

2 

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

通
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か

(昭和62年4月1日施行)

今
回
の
改
正
で
は
、
今
ま
で
の
反
則
金
額
が
約

倍
引
き
上
げ
ら
れ
、

そ
の
中
で
も
、
駐
車
違
反
は
、

倍

か
ら
二
・
五
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

違
法
駐
車
に
よ
っ
て
交
通
の
流
れ
が
妨
げ
ら
れ
、

果
交
通
事
故
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
で
す
。

改
正
点
②

駐
車
違
反
ス
テ
ッ
カ
ー
を
勝
手

に
は
が
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す

駐
車
違
反
を
し
て
は
ら
れ
た
ス

テ
ッ
カ
ー
を
勝
手
に
破
っ
た
り
、

取
り
除
い
た
り
す
る
と
処
罰
(
二

万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
科
料
)

さ
れ
ま
す
。

駐
車
違
反
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
は

ら
れ
た
と
き
は
、
す
み
や
か
に
車

を
移
動
し
、
最
寄
り
の
警
察
官
に

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
そ
の
際
警
察

官
が
は
が
し
ま
す
。

改
正
弐
⑤

交
通
反
則
通
告
制
度
(
車
問
切
符
)

の
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

交
通
反
則
通
告
制
度
と
は
、
交

通
違
反
行
為
の
う
ち
、
比
較
的
軽

い
も
の
(
反
則
行
為
と
勺
フ
)
に

つ
い
て
、
一
定
期
間
内
に
郵
便
局
や
銀

行
に
定
額
の
反
則
金
を
納
め
れ
ば
、
裁

判
所
の
審
判
を
受
け
な
い
で
事
件
が
処
※
へ

改
正
貞
⑦

罰
金
・
反
則
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す。
罰
金
約
二
倍
、
反
則
金
は
約
一
・
五

倍
(
下
表
参
照
)
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。
持
に
駐
停
車
違
反
に
対
す
る
反
則

金
に
つ
い
て
は
、
現
行
五
千
円
が
一
万

二
千
円
(
二
・
四
倍
)
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
結

(
単
位
一
円
)

反
則
金
額

F邑

表



おおず

ソ
連
キ
ジ
と
高
麗
キ
ジ
の
交
配
を
計
画

広報

新

谷

古

河

新
谷
、
二
軒
茶
屋
に
あ
る
古
河
冨
枝

さ
ん
の
家
で
は
、
高
さ
二
灯
、
奥
行
き

六
日
、
幅
十
五
メ
ー
ト
ル
の
鳥
二

冨
枝
さ
ん

キ
ジ
や
ク
ジ
ャ
ク
な
ど
、
約
三
百
羽
を

飼
育
し
て
い
ま
す
。

古
河
さ
ん
は
、
農
業
の
傍
ら
、
鳥
を

飼
っ
て
い
ま
す
が
、
鳥
小
屋
の
あ
た
り

は
、
小
規
模
な
動
物
園
と
い
っ
た
感
じ

で
す
。鳥
を
飼
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
五
年
前
に
古
河
さ
ん
が
脳
い
っ
血

一
に
な
り
、
そ
の
時
に
知
人
か
ら
烏
骨
鶏

サ
(
う
こ
っ
け
い
、
中
国
原
産
)
の
血
を

工
飲
む
と
血
圧
が
下
が
る
と
教
え
ら
れ
た

け
ハ
の
が
始
ま
り
だ
そ
う
で
す
。

キ
も
っ
と
も
血
を
飲
む
の
も
気
持
ち
悪

企
い
た
め
、
古
川
さ
ん
は
卵
を
食
べ
て
い

る
そ
う
で
す
。

昭和62年3月1日

ツベルクリン反応検査・ BCG接種

下表のようにツベルクリン反応検査と B

CG接種を実施します。

該当者

昭和60年10月 1日から昭和61年 9月30日ま

でに生まれた人

(生後48ヵ月までの人でまだ受けていない

人は、うけてくださしけ

無料です。金半ヰ

※
 

そ
の
時
に
飼
い
始
め
た
烏
骨
鶏
が
現
…
理
さ
れ
る
も
の
で
す
。

在
約
五
十
羽
、
そ
の
外
に
、
ク
ジ
ャ
ク
、
…
今
回
の
改
正
で
、
過
去
一
年
以
内
に

キ
ン
ケ
イ
、
ハ
ッ
カ
ン
、
チ
ャ
ボ
、
ソ
…
免
許
停
止
処
分
な
ど
を
受
け
た
ド
ラ
イ

連
号
、
高
麗
キ
ジ
な
ど
を
飼
う
よ
う
…
パ

l
の
反
則
行
為
も
、
す
べ
て
反
則
通

に

な

り

ま

し

た

。

…

告

制

度

の

対

象

と

な

り

、

反

則

金

が

適

昨
年
か
ら
は
、
ふ
卵
器
を
購
入
し
て
…
用
さ
れ
ま
す
。

自
宅
で
卵
を
か
え
し
て
、
キ
ジ
な
ど
の
…
ま
た
、
時
速
二
五
キ
ロ
以
上
三

O
キ

ひ
な
を
育
て
て
、
約
百
羽
を
市
内
の
料
…
ロ
未
満
の
ス
ピ
ー
ド
違
反
に
つ
い
て
も

理
屈
に
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
…
こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

た

。

…

(

現

行

で

は

反

則

金

は

適

用

さ

れ

ず

、

今
、
古
川
さ
ん
が
計
画
し
て
い
る
の
…
罰
金
な
ど
の
罰
則
を
適
用
)

は
、
ソ
連
キ
ジ
と
高
麗
キ
ジ
の
一
代
雑
…
改
正
有
⑤

種
を
作
り
出
す
こ
と
で
す
。
高
麗
キ
ジ
一
行
政
処
分
の
基
礎
点
数
(
違
反
点
数
)

は
、
体
重
一
・
三
キ
ロ
、
ソ
連
キ
ジ
は
…
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す
。

一
・
八
キ
ロ

1
二
キ
ロ
と
大
き
い
の
で
、
川
駐
停
車
違
反
(
駐
停
車
禁
止
場
所
等

大
型
の
新
品
種
に
な
る
は
ず
と
期
待
を
の
場
合
)
の
違
反
点
数
が
二
点
に
引
き

か

け

て

い

ま

す

。

上

げ

ら

れ

ま

す

。

ま

た

、

時

速

二

五

キ

う
ま
く
い
け
ば
、
今
年
の
五
月
ご
ろ
ロ
以
上
三

0
キ
ロ
未
満
の
ス
ピ
ー
ド
遠

に
も
ひ
な
が
か
え
る
と
の
こ
と
で
す
。
反
の
違
反
点
数
が
三
点
に
な
り
ま
す
。

改
正
点
⑤

パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
短

時
間
駐
車
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

大
都
市
で
は
、
パ
ー
キ
ン
グ
・
メ
ー

タ
ー
に
加
え
て
、
パ
ー
キ
ン
グ
チ
ケ
ッ

ト
に
よ
る
短
時
間
路
上
駐
車
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

パ
ー
キ
ン
グ
チ
ケ
ッ
ト
発
給
設
備
か

ら
、
パ
ー
キ
ン
グ
・
チ
ケ
ッ
ト
の
発
給

i耳目
ツ反 ツ検.BCG 実施場所 時間

地区

肱南磐・町肱若北宮) 4月8日 4月10日 保健センター
13: 30 

(中村常 -14: 30 

肱 北 4月15日 4月17日 勾
13: 30 

一14:30 

平 野 4月22日 4月24日 平野中学校
13: 00 

-14: 00 

南久米 4月1日 4月3日 南久米連絡所
13: 00 

一14:00 

菅 田 4月21日 4月23日 官一国連絡所
13: 3ヲ
-14: 30 

4月15日 4月17日 蔵川中学校
13: 10 

-13: 20 
大 )I[ 

12: 50 
4月20日 4月22日 大川連絡所 一13:00 

相1 沢 4月22日 4月24日 柳沢連絡所
13: 30 

-14: 30 

新 Ih  コ 4月8日 4月10臼 新谷連絡所
13: 00 

-13: 30 

善 4月21日 4月23日 三善小学校
13: 30 

-14: 00 

八多喜 4月8日 4月10日 八多喜連絡所
13: 00 

一13:15 

上須戒 4月15日 4月17日 上須戒連絡所
15: 00 

-15: 30 

ツ反・ BCG接種目程表

…皮一

章
州
車
罰
閣
制
t一一一劇一…一

i

や
ま
川
出
品

!

l

J

 

戸i

一一一一二の様車を礎扱汚鍋司司・・・h晶司圃-雫れH
ょの伺""申出事実を""摂-育連察署長が取リ徐i>5.す

A違法駐車車両に取り付ける

ス予ッカー

1ヘl

を
受
け
(
有
料
)
、
そ
れ
を
車
の
フ
ロ
ン

ト
ガ
ラ
ス
の
内
側
、
前
か
ら
見
や
す
い

と
こ
ろ
に
掲
示
す
る
と
、
所
定
の
時
間

駐
車
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

改
正
点
⑥

違
法
駐
車
車
両
の
レ
ツ
力

l
移
動
が

活
発
に
行
わ
れ
ま
す
。

交
通
の
妨
げ
に
な
り
、
危
険
を
生
じ

さ
せ
る
違
法
駐
車
車
両
は
、
速
や
か
に

移
動
さ
れ
ま
す
。

移
動
に
つ
い
て
は
、
公
安
委
員
会
の

指
定
し
た
公
益
法
人
が
行
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
は
、
持
に
都
市
部
で

深
刻
化
し
て
い
る
駐
車
問
題
に
対
処
す

る
た
め
、
違
法
駐
車
に
対
す
る
措
置
が

強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

- 3 

..パキング

チケット発給機



昭和62年3月1日

の
申

市

県

民

税

市
県
民
税
の
申
告
相
談
、
指
導
を
別

表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

こ
の
申
告
は
、
み
な
さ
ん
の
税
金
を

計
算
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
な
り

ま
す
。
昭
和
六
十
二
年
一
月
↓
臼
現
在
、

大
洲
市
に
住
所
の
あ
る
人
で
、
申
告
義

務
の
あ
る
人
は
、
二
一
月
十
六
日
ま
で
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
義
務
の
あ
る
人

V

昭
和
六
十
一
年
中
に
、
給
与
所
得
以

外
に
営
業
、
農
業
、
家
賃
、
配
当
な
ど

おおず

申告相政
昭和62年度分市県民科 包恥日程表

I 申告お導

広報

2
リ
日
川

8
0
口
H
歩
4
r

の
所
得
が
あ
っ
た
人
。

申
告
の
必
要
が
な
い
人

V
所
得
が
給
与
だ
け
で
、
ほ
か
に
所
得

が
な
く
、
事
業
所
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人
。

V
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
ヘ

提
出
す
る
人

申
告
に
必
要
な
も
の

V
社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
の
領
収

書
か
証
明
書

V
医
療
費
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、
医

療
費
の
領
収
書
か
証
明
書

V
印
鑑
、
そ
の
外
控
除
に
必
要
な
書
類

士也 区 申告内容 其日 日 士蕩 戸斤

平 里j 申告相談 2月27日 主主 車各 戸斤

南久米 。 3月 2日 巧，

菅 田 ク 3月 3日 イン

:大 }II // 2月26日
大川連絡 /iJj-
基幹集絡セノタ

杓P t尺 // 3月 4日 i主 高各 戸斤

幸斤 1小 コr 。 2月25日 イシ

主主 // 2月20日 イシ

八多喜 イン 2月23日 イシ

上須戒 ろ， 2月24f-::! ク

大洲地区(農業者)申告相談
3 /J 5 L1~ 

干~ 手主 署
7 fJ 

申 三仁士-~二 J旨 導
3 月 2H~

子行杉t手9; ci果
16 fl 

※
白
主
申
告
を
す
る
人
に
は
、
地
区
へ

申
告
書
の
用
紙
を
お
届
け
し
ま
す
。

申
告
相
談
該
当
者
に
は
、
個
別
に
用

紙
を
お
届
け
し
ま
す
が
、
昨
年
税
務
署

へ
確
定
申
告
を
し
た
人
に
は
、
む
届
け

し
ま
せ
ん
。

今
年
、
確
定
申
告
を
し
な
い
人
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
c

詳
し
く
は
、
市
税
務
課
市
民
税
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
4
6
・
2
4
7

所
得
税
の
確
定
申
告

午前 911与00分~午後 4時 30分まで
※u 限・祭 [1は除きます。

昭
和
六
十
一
年
分
の
所
得
税
の
申
告

と
納
税
は
、
も
う
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

申
告
も
納
税
も
期
限
は
三
月
十
六
日

で
す
。
必
ず
期
限
内
に
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

確
定
申
告
の
期
限
を
守
ら
な
い
と

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
、
期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ

た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
し
た
り
す
る
と
、

後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な

く
、
不
足
税
額
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
ま
た

は
五
パ
ー
セ
ン
ト
(
不
正
な
行
為
が
あ

っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
三
五
パ
ー
セ

ン
ト
ま
た
は
一
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
)
の
割

合
で
加
算
税
が
課
さ
れ
、
更
に
延
滞
税

も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※申告相談I時間

+AO 
きレ乙てつれ昆

勺
L
L

事
院
• 
マ一ア

正
し
い
申
告
と
納
税
を
、
必
ず
一
-
一
月

十
六
日
ま
で
に
し
て
く
だ
さ
い
わ
一

申
告
書
の
書
き
か
た

申
告
書
を
書
く
と
き
に
は
、
税
務
署

で
配
布
し
て
い
る
「
所
得
税
の
確
定
中

告
の
子
引
き
L

や
「
申
告
書
の
書
き
か

た
し
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
複
写
式
の
申
告
書
に
記
入
さ

れ
る
と
き
は
、
重
ね
た
ま
ま
ボ
ー
ル
ペ

ン
で
強
く
書
い
て
く
だ
さ
い
。

な
わ
、
赤
字
の
金
額
は
、
頭
部
に
ム

印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

振
替
納
税
制
度
の
ご
利
用
を

所
得
税
の
納
税
ト
刀
法
に
、
振
替
納
税

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
銀
行
な
ど
の
預
貯
金
口
座

か
ら
振
り
替
え
に
よ
っ
で
納
税
す
る
も

の
で
す
か
ら
、
納
税
の
た
め
の
手
数
が

少
な
く
て
済
み
、
ま
た
う
っ
か
り
納
期

限
を
忘
れ
て
滞
納
と
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
な
く
な
り
ま
す
。

大
変
便
利
な
振
替
納
税
の
利
用
を
、

わ
勧
め
し
ま
す
。

所
得
税
の
こ
と
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
大
洲
税
務
署
へ
o

E
0
8
9
3
⑪
3
1
1
5
 

固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧

門

口

門

口

同

月

ロ

月

q

u

q

u

 

昭
和
六
十
二
年
度
回
定
資
産
税
の

課
税
の
も
と
と
な
る
同
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧
を
、
次
の
よ
う
に
行
い

宇
品
」

9
0

昭
和
九
八
十
一
年
中
に
家
屋
を
新
・

増
築
、
ま
た
は
取
り
壊
し
た
人
や
土

地
・
家
屋
の
相
続
、
売
買
な
ど
を
し

た
人
は
、
あ
な
た
の
資
産
が
間
違
い

な
く
登
録
さ
れ
て
い
る
か
こ
の
際
に

ぜ
ひ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
間
中
の
縦
覧
は
無
料
で
す
が
、

必
ず
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

期
間

昭
和
六
十
今
+
年
二
一
月
一
日
か

ら
昭
和
六
十
二
年
(
二
月
一
一
十

日
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で

(
土
曜
日
の
午
後
、
日
曜
日

は
、
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
)

O
旧
大
洲
町
の
入
、
市
外
在

住
者
、
納
税
組
合
に
加
入
し

で
な
い
人
↓
市
税
務
課

O
連
絡
所
管
内
の
人
↓
各

連
絡
所

そ
の
他
詳
し
く
は
、
市
役
所
税
務

課
固
定
資
産
税
係
ま
で

告
(
⑪
2
1
1
1
内
線
2
4
5

場
所

4 



おおず

廃
車
手
続
き
な
ど
は
お
早
め
に

広報

(
軽
自
動
車
、

軽
自
動
車
税
は
、
今
年
四
月
一
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

新
た
に
車
の
所
有
者
と
な
っ
た
人
、

車
の
所
有
者
で
な
く
な
っ
た
人
な
ど
は

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

V
オ
ー
ト
バ
イ
(
五
十
∞

1
百
二
十
五

∞
)
と
小
型
特
殊
自
動
車
↓
市
役
所
税

務
課
へ

V
そ
れ
以
外
の
車
種
↓
軽
自
動
車
協
会

ま
た
は
陸
連
事
務
所

。
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
を
友
人
に
譲
っ
た

場
合
は
っ
・

市
に
名
義
変
更
の
子
続
き
を
し
て
く

昭和62年3月1日

昭
和
六
十
二
年
度
の
「
市
民
交
通

傷
害
保
険
し
の
受
け
付
け
が
三
月
二

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

オ
ー
ト
バ
イ
)

だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い
と
あ
な
た
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

。
オ
ー
ト
バ
イ
の
所
有
者
が
死
亡
、
標

識
や
車
体
も
廃
棄
し
た
場
合
は
っ

事
情
を
詳
し
く
説
明
で
き
る
よ
う
に

し
て
市
役
所
に
来
で
く
だ
さ
い
。
所
有

者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
は
が
き
で
身

内
の
人
に
名
義
変
更
し
て
い
た
だ
く
よ

う
通
知
し
て
い
ま
す
。

O
転
入
、
転
出
す
る
場
合
は
?

転
出
す
る
と
き
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
市
へ
返
却
し
、
新
し
い
住
所
地
で

標
識
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

転
入
の
場
合
は
、
大
洲
市
の
標
識
を

昭
和
六
十
一
年
中
に
は
、
二
百
五
十

-
件
(
対
前
年
比
十
六
%
増
)
の
交
通

事
故
が
市
内
で
起
こ
り
、
一
二
百
一
一
十
九

人
の
負
傷
者
、
五
人
の
死
者
が
出
て
い

ま
す
。区
長
さ
ん
を
通
じ
て
各
世
帯
に
申
込

書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
万
一
の
事
故

に
備
え
て
家
族
み
ん
な
で
加
入
し
ま
し

ょ
h

フ。

加
入
資
格
市
内
に
住
ん
で
い
る
入
、

お
よ
び
市
内
に
通
勤
、
通
学
し
て
い
る

人
。
た
だ
し
、
一
人
一
口
に
限
り
ま
す
。

一
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
、
児

一
童
手
当
制
度
の
改
正
が
第
二
段
階
に
入

一
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
対
象
児
童

一
の
範
囲
な
ど
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

一
す
。

受
け
取
る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
一

O
オ
ー
ト
バ
イ
が
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
一

は

ワ

一

ま
ず
筈
察
署
へ
盗
難
届
け
を
し
て
、
一

そ
の
後
市
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
一

詳
し
く
は
、
市
税
務
課
軽
自
動
車
税
一

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
4
3

一

保
険
料

一
口
四
百
八
十
円

(
中
途
で
の
申
し
込
み
は

月
額
四
十
円
で
す
)

昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か

ら
一
年
間

支
払
わ
れ
る
保
険
金
白
動
車
、
自

転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
汽
車
な
ど
が

原
因
で
発
生
し
た
交
通
事
故
に
対
し

て
支
払
わ
れ
ま
す
。
五
千
円
(
一
週

間
未
満
の
け
が
)
か
ら
最
高
百
万
円

ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
総
務
財
政
課
交
通

安
全
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
3
1

期
間

V
対
象
児
童
の
範
囲

O
第
二
千
八
万
は
、
昭
和
六
十
二
年
四

月
一
日
現
在
で
満
四
歳
未
満

O
第
三
子
以
降
分
は
、
昭
和
六
十
一
一

年
四
月
一
日
現
在
で
満
九
歳
未
満

V
受
給
資
格
と
支
給
額

O
受
給
資
格

昭
和
五
十
八
年
四
月
一
一

H
以
後
に

生
ま
れ
た
児
童
を
含
め
て
、
十
八
歳

未
満
の
児
童
を
二
人
以
上
養
育
し
て

い
る
こ
と
。
ま
た
は
昭
和
五
十
三
年

四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
児
童
を

含
め
て
、
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
て
一

人
以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と
。

所
得
が
一
定
額
以
内
で
あ
る
こ
と
。

※
養
育
し
て
い
る
児
童
が
実
子
で
な

い
場
合
で
も
、
状
況
に
よ
っ
て
は
手

当
の
支
給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

O
支
給
額

児
童
手
当
の
額
は
、
第
二
子
が
月

額
二
千
五
百
円
、
第
三
子
か
ら
は
月

額
五
千
円
で
す
。

交
通
傷
害
保
隙
に
ご
加
入
を

て-え備時の万

V
A
7
回
の
改
正
に
よ
っ
て
、
新
た
に
受

給
の
資
格
が
生
じ
た
人
に
は
、
コ
一
月
上

旬
ま
で
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

も
し
通
知
が
届
か
な
い
場
合
に
は
、

福
祉
事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
二
一

月
末
日
ま
で
に
請
求
手
続
き
を
し
な
け

れ
ば
、
四
月
分
の
児
童
子
当
の
支
給
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

-R参考
今
回
の
改
正
は
、
昭
和
六
十

二
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
六

十
三
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

適
用
さ
れ
ま
す
。

※
昭
和
六
十
一
二
年
四
月
一
日

か
ら
は
、
第
二
子
以
降
の
児

童
が
、
義
務
教
育
就
学
前
で

あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

大
洲
市
福
祉
事
務
所
児
童

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
7
2

5 

連
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昭和62年3月1日

今
年
は
H

標
準
小
作
料
μ

改
定
年

今
年
は
、
み
な
さ
ん
が
小
作
料
を
決

め
る
と
き
の
目
安
と
な
る
「
標
準
小
作

料
L

の
改
定
年
に
あ
た
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
貸
し
手
・
借
り

子
代
表
お
よ
び
学
識
経
験
者
か
ら
な
る

「
小
作
料
協
議
会
」
を
設
置
し
、
検
討

協
議
の
結
果
、
今
回
は
「
小
作
料
の
標

準
額
」
を
据
え
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
し
た
が
っ
て
今
年
も
、
今
ま
で
の

「
標
準
小
作
料
」
(
表
参
照
)
を
目

安
と
し
で
貸
し
子
・
借
り
手
双
方
が
十

分
協
議
の
う
え
、
納
得
の
い
く
小
作
料

を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
農
業
'
委
員
ま
た
は
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
洲
市
農
業
委
員
会

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
3
4
1

7，400円

国
民
年
金
保
険
料

おおず

4月から

広報

農地の区分 小作料の標準額 i龍 考

生産量(水稲 480kg)

上回 33，000円 園場整備完了又は、これに準じるところで、農業用道水
同

路が整備されたトラクタ ・ゴ/ノミイン利用可能な農地

の
生産量(水稲 400kg)

中国 22，000円 上回より規模等のやや劣るところで、耕運機・パインダ
一利用可能な農地

部
生産量(水稲 320kg)

下回 6，000円
上回・中回以外のところで、機械化作業が困難な農地

生産量(夏作)1かぼちぬ2，250kg(5a)すいか2，250kg(5a)1 

上畑 32.000円
(冬作)1はくさい7，000kg I 

平坦地域の園場整備完了又は、これに準じるところで、
畑

農業用道水路等が整備されたトラクタ 利用可能な農地

の
生産量(夏作)1かぼちゃ2，200kg(5a)すいか2，200kg(5a) I 
(冬作)¥はくさい6，900kg I 

中畑 20，0ω円
開発圏場整備完了又は、これに準じる既存のもので、耕

部 運機利用可能な農地

下畑 4守口00円
生産量(夏作)1甘藷800kgI . (冬作)1裸麦270kgI 

上畑・中畑以外のところで、機械化作業が困難な農地

大洲市標準小作料(昭和62年1月1日改訂)国
民
年
金
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め
る

保
険
料
と
国
の
負
担
な
ど
に
よ
り
ま
か

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
で
は
、
将
来
予
想
さ
れ
る
受
給
者

や
給
付
費
の
増
加
を
見
込
み
な
が
ら
被

保
険
者
の
み
な
さ
ん
の
負
担
も
配
慮
し

て
、
毎
年
見
直
し
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
四
月
か
ら
、
国
民
年
金
の
保

険
料
は
、
七
千
四
百
円
に
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
負
担
は
増
え
ま
す
が
、

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
の
大
き
な

支
え
と
し
て
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
前
納
制
度

国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
を
前
納
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

前
納
す
る
と
、
一
年
で
二
千
百
四
十

円
割
り
引
き
に
な
り
ま
す
。

前
納
制
度
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
市

役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
へ
三
月
十
日

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
5
7 出七地残余点式による標準小作料=組収益 (総生経費用十経営者報酬)

接契約小作料の額が、この区分に属する標準小作料に比較して著しく高知であると

認めるときは減額を勧告する場合があります。

、
平
野
地
区
に
完
成
し

た
野
田
団
地
の
入
居
者
を
次
の
よ
う
に

募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間
昭
和
六
十
二
年
三
月
九
日

か
ら
三
月
二
十
六
日
ま
で

入
居
資
格
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
人
で
、
次
の
条
件
に
あ
て

は
ま
る
人

老
人
医
療
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

老
人
保
健
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

昭
和
六
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
は
、
老
人
保
健
制
度
を

長
期
的
に
安
定
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で

あ
り
、
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。
V
外
来
で
支
払
う
本
人
負
担

一
ヵ
月
八
百
円

V
入
院
中
に
支
払
う
本
人
負
担

一
日
四
百
円

※
た
だ
し
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯 住

宅
入
居
者
を
募
集

....野田団地市営住宅

。
入
居
申
し
込
み
を
し
た
人
と
同
居
親

族
の
過
去
一
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計

か
ら
各
種
控
除
(
扶
養
親
族
、
障
害
者
、

老
年
者
な
ど
)
を
し
た
も
の
を
十
二
で

割
っ
た
金
額
が
、
十
万
円
を
超
え
て
十

六
万
二
千
円
以
下
の
人

募
集
戸
数

二
階
建
)

住
宅
の
面
積
な
ど
面
積
は
七

0
・
六

九
平
方
日
(
約
二
十
一
坪
)
六
畳
が
三

部
屋
と
台
所
、
簡
易
水
洗
便
所
浴
室

第
一
種
住
宅
八
戸
(
木
造

詳
し
く
は
、
市
総
務
財
政
課
管
財
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
2
7
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に
属
し
て
い
る
老
人
福
祉
年
金
受
給
者

は
、
市
役
所
で
減
額
申
請
の
手
続
き
を

し
て
認
定
を
受
け
れ
ば
、
入
院
中
一
日

三
百
円
の
負
担
に
な
り
ま
す
。
(
こ
の

場
合
、
入
院
期
聞
が
二
ヵ
月
を
越
え
る

と
、
そ
れ
以
降
は
無
料
と
な
り
ま
す
)

ま
た
、
入
院
時
一
部
負
担
金
減
額
認

定
証
の
該
当
者
に
は
、
申
請
い
た
だ
く

よ
う
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
一
月
分
に
つ
い
て
は
、

一
日
四
百
円
を
医
療
機
関
に
い
っ
た
ん

支
払
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
領
収
書
に

よ
っ
て
払
い
戻
し
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
保
険
衛
生
課
へ
。

告
⑪
2
1
1
1
内
線
2
6
2
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手続きはお早めに

市
役
所
へ
の
届
け
出

住
民
登
録
住
民
基
本
台
帳
へ
の
記
載

な
ど
は
、
転
入
屈
を
出
す
こ
と
で
行
わ

れ
ま
す
。
旧
住
所
地
で
転
出
証
明
書
を

受
け
取
り
十
四
日
以
内
に
新
住
所
地
へ

転
入
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
大
洲
市
か
ら
転
出
さ
れ
る
人

は
、
必
ず
市
役
所
の
市
民
課
で
転
出
証

明
書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

印
鑑
登
録
印
鑑
登
録
証
を
返
却
し
、

新
住
所
地
で
新
た
に
申
請
を
し
て
く
だ

昭和62年3月1日

三
月
、
四
月
は
転
勤
や
入
学
、
就

職
と
引
っ
越
し
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
で

す。
転
入
、
転
出
す
る
と
き
は
、
各
種

の
届
け
を
出
し
て
お
か
な
い
と
、
選

挙
に
投
票
で
き
な
か
っ
た
り
、
国
民

年
金
の
給
付
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証
返
却
し
て
、
新
住

所
地
で
新
た
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
新
住
所
地
で
、
住
所
変
更

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

在
学
証
明
書
小
・
中
学
生
が
い
る
場

合
は
、
現
在
通
学
し
て
い
る
学
校
で
、

「
在
学
証
明
書
」
な
ど
の
書
類
を
受
け

取
り
、
転
出
先
の
学
校
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

。
こ
の
ほ
か
に
、
児
童
子
当
関
係
で
児

童
子
当
証
明
書
、
老
人
医
療
費
受
給
者

は
、
健
康
子
帳
を
返
却
し
て
、
新
住
所

地
で
新
た
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
転
出
証
明
書
交
付
後
に
何
ら

か
の
理
由
で
、
転
出
を
取
り
や
め
た
場

合
は
、
す
ぐ
に
こ
の
転
出
証
明
書
を
、

元
の
市
町
村
役
場
に
提
出
し
て
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
届
け
出

運
転
免
許
証
住
所
変
更
の
手
続
き
は
、

新
住
所
地
の
警
察
署
へ
。

自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
陸

運
事
務
所
で
登
録
変
更
子
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
転
居
先
が
県
内
と
県
外
で

は
、
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

郵
便
局
転
居
届
を
出
し
て
お
く
と
、

一
年
間
は
郵
便
物
を
転
送
し
て
く
れ
ま

す。そ
の
他
ほ
か
に
も
、
銀
行
に
住
所
変

更
の
届
け
を
出
し
た
り
、
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
、
電
話
な
ど
の
変
更
や
廃
止
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

転
入
、
転
出
の
子
続
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
市
役
所
市
民
課
へ
。

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
5
5
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人
権
に
つ
い
て
考
え
る

中
学
二
年
生
女
子

私
は
「
在
日
朝
鮮
人
と
部
落
し
に
つ

い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
金
達
寿
さ
ん
と

い
う
、
小
さ
い
こ
ろ
日
本
に
来
た
人
の

体
験
談
の
中
に
、
と
て
も
悲
し
い
こ
と

が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
関
東
大
震
災
の
時
に
わ
こ

っ
た
事
件
の
こ
と
で
す
。
こ
の
災
害
で

食
糧
危
機
が
お
ご
っ
て
、
被
災
者
の
不

平
不
満
が
ば
く
は
っ
し
そ
う
に
な
り
、

警
察
の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ

と
を
知
る
と
、
日
本
の
支
配
者
達
は
朝

鮮
人
暴
動
を
デ
ッ
チ
あ
げ
、
「
朝
鮮
人
が

井
戸
に
毒
を
入
れ
た
」
と
か
、
「
暴
動
を

起
こ
し
た
L

と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
デ
マ

を
流
し
ま
し
た
。
被
災
者
の
不
平
不
満

を
、
そ
ち
ら
の
方
に
そ
ら
し
て
し
ま
お

う
と
考
え
た
の
で
す
。

そ
の
結
果
、
約
七
千
人
の
在
日
朝
鮮

人
の
人
達
が
、
憲
兵
や
警
察
、
在
郷
軍

人
会
や
自
警
団
な
ど
の
、

H
本
人
の
子

に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
を
読
み
、
む
ね
に
こ
み
あ

げ
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
な
に

も
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
人
を
、
た

だ
朝
鮮
人
だ
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ん
な

ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。
私
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
祖 人

権
作
文
か
ら

⑨ 

先
を
う
ら
み
、
た
ま
ら
な
く
つ
ら
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

金
達
寿
さ
ん
は
、
大
き
く
な
っ
て
被

差
別
部
落
と
い
う
も
の
の
存
在
を
知
り

こ
の
部
落
差
別
が
、
同
じ
日
本
人
の
聞

で
の
差
別
だ
と
知
っ
て
び
っ
く
り
し
た

と
書
い
て
い
ま
し
た
。

私
も
き
い
き
ん
、
部
落
差
別
に
つ
い

て
知
り
ま
し
た
。
同
じ
日
本
人
同
志
で

差
別
を
す
る
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
し
か
も
こ
れ
が
、
今
で

も
つ
マ
つ
い
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
信

じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
し
た
。

私
は
、
差
別
は
絶
対
に
こ
の
世
に
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
人
は

み
ん
な
、
平
等
に
生
き
る
権
利
を
も
っ

て
い
ま
す
。
人
権
を
尊
重
し
、
差
別
の

な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
よ
う
、
努

力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

- 7 

。

。

正
し
い
同
和
教
育
を
受
け
た
中
学
生

は
、
過
去
の
日
本
人
の
過
ち
に
「
む
ね

に
こ
み
あ
げ
て
く
る
」
も
の
を
感
じ
て

こ
れ
を
悲
し
み
、
反
省
し
、
差
別
の
な

い
社
会
の
実
現
に
努
力
す
る
決
心
を
し

て
い
ま
す
。
過
っ
た
差
別
意
識
を
植
え

つ
け
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
ぬ
け
だ
せ
な
い

で
い
る
者
に
対
す
る
、
厳
し
い
警
告
で

も
あ
り
ま
す
。

つ
づ
く
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奥

さ

ん

NO.69 

霧
が
深
く
て
一
日
が
短
い
気
が
し
ま
す

中
町

北
本
正
枝
さ
ん
(
お
歳
)

訪

問

おおず

V
生
ま
れ
は
、
奈
良
県
吉
野
郡
十
津
川

村
で
す
。
水
や
景
色
の
き
れ
い
な
所
で

大
洲
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。
林
業
が
盛

ん
で
す
が
、
温
呆
も
あ
っ
て
最
近
は
観

光
客
も
多
い
よ
う
で
す
。

日
本
で
一
番
面
積
の
広
い
村
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

広報

V
昭
和
五
十
三
年
に
大
洲
へ
来
ま
し
た

が
、
学
校
と
か
病
院
と
か
が
近
く
で
便

利
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

V
大
洲
に
住
ん
で
み
て
思
う
こ
と
は
、

霧
が
深
い
た
め
一
日
が
短
か
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

ま
た
「
御
龍
り
H
H
お
こ
も
り
」
と
い

一
月
十
五
日
(
成
人
の
日
)
に
、
市

役
所
大
ホ
l
ル
で
、
第
三
十
九
回
成
人

式
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
年
の
成
入
者
三
百
三
十
七
人
(
田
力

子
百
五
十
人
、
女
子
百
八
十
七
人
)
の

う
ち
、
二
百
二
十
三
人
が
出
席
、
男
性

は
ス

l
ッ
、
女
性
は
振
り
そ
で
姿
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。

当
日
に
は
、
南
久
米
の
沼
田
貴
美
子

さ
ん
が
、
優
良
成
入
者
と
し
て
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

沼
田
さ
ん
は
、
青
年
団
を
通
じ
て
社

会
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進

し
、
青
年
学
級
の
副
学
級
長
と
し
て
学

級
生
の
教
養
の
向
上
、
学
級
の
内
容
の

充
実
を
図
っ
た
こ
と
は
、
現
代
青
年
の

模
範
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
今
回
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

近
田
市
長
な
ど
か
ら
の
祝
辞
の
後
、

谷
本
啓
美
さ
ん
(
平
野
)
が
答
辞
を
述

べ
、
成
人
者
意
見
発
表
、
記
念
撮
影
が

あ
っ
た
後
、
成
人
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
成

人
と
な
っ
た
思
い
を
抱
き
な
が
ら
、
社

会
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

第39回成人式成人者数

成入者 内 訳
地区別

数 男子 女子

肱 南 66 26 40 

目左 jヒ ] 26 67 59 

平 里子 28 10 18 

南久米 18 5 13 

管 田 15 10 5 

大 )I[ 14 9 5 

相日 沢 10 2 8 

新 Ih  3 32 12 20 

善 5 1 4 

八多喜 21 7 14 

上須戒 2 I 1 

Z仁L3 3 37 1 50 1 87 

新
刊
図
書
案
内

愛
媛
県
人
名
大
事
典
愛
媛
新
聞
社

合
同
歌
集
一
人
静
小
泉
良
野
編

古
事
類
苑
神
宮
百
庁
蔵
版
普
及
版

天

歳

時

部

地

部

神

祇

部

宗

教

部

方

技

部

帝

王

部

官

位

部

封

禄

部

政

治

部

法

律

部

お
冊
吉
川
弘
文
館

三

脱

三

創

堺

屋

太

一

著

教

育

随

想

三

浦

朱

門

著

ニ
キ
1
チ
ン
夫
妻
と
七
人
の
子
ど
も

暮
ら
し
の
手
帖
社

日
本
の
親
子
二
百
年
有
地
亭
著

女
と
い
っ
し
ょ
に
モ
ス
ク
ワ
へ
行
き

た

い

菅

原

文

太

編

母

の

言

い

ぶ

ん

高

森

和

子

著

子
ど
も
の
遊
び
と
う
た
小
泉
文
夫
著

四
国
・
紀
州
の
カ
ン
ラ
ン

ガ
ー
デ
ン
ラ
イ
フ
編

脳

死

論

水

谷

弘

著

ゴ
ミ
ッ
ク
「
廃
貴
物
」
高
月
宏
著

ヒ
ロ
シ
君
に
英
語
と
ス
ペ
イ
ン
語
を

あ

げ

る

よ

北

村

崇

郎

光

世

著

去

る

人

来

る

影

江

藤

淳

著

大
垣
行
3
4
5
M
列
車
の
殺
意

西
村
京
太
郎
著

遠

景

・

雀

復

活

色

川

武

大

著

伊

達

政

宗

山

岡

荘

八

著

遊

び

を

せ

ん

と

や

高

田

宏

著

核
の
黙
示
録

A
-
A
・グ

l
ハ
著

壁
を
跳
ぶ
男

p
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ

I
著

人
生
処
方
塞

E
・
ケ
ス
ト
ナ
l
著

図

書

館

8 

り
0
0
ψ
ゆ
伊
ゆ
ψ
0
0
0伊
ゆ
伊
。
伊
0
0
0勿
ゆ
伊
ゆ
伊
根
切
ゆ
伊
ゆ
ゆ
ゆ
伊
ゆ
伊
。
"
的
偽
d
b
d
@ゆ
伊
0
0
0伊
ゆ
切
ゆ
切
。
伊
0
6
0
ω
沿

v@ゆ
♂
Q
V
明
。
切
の
ゅ
の
。
o
o
e伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
ψ
ゆ
伊
ゆ
切
ゆ
伊
ゆ
ゅ
の
ゆ
納
臼
申
ψ
。
ω
d
h
oゅ
d
h
o
ω
φ
0
0伊
の
ψ
0
0
0勿
ゆ
@
0
0ゆ
伊
妙
。
ゆ
伊
ゆ
勿
ゆ
ψ
0
0ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
ψ
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
砂
防

う
風
習
は
、
大
洲
で
初
め
て
体
験
し
て
つ
こ
と
だ
け
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

び
っ
く
り
し
ま
し
た
o

v慣
れ
て
き
た
か
ら
最
近
は
分
か
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
洲
に
来
た
と

き
、
お
ば
あ
さ
ん
が
花
を
み
て
「
ち
ん

ち
な
ね
え

1
し
な
ど
と
い
う
の
が
分
か

ら
な
く
て
と
ま
ど
い
ま
し
た
。

V
主
人
(
徹
さ
ん
)
と
は
京
都
で
同
じ

会
社
に
勤
め
て
い
て
知
り
合
い
ま
し
た
o

v
子
供
た
ち
(
貴
之
く
ん
日
八
歳
、
真

美
子
ち
ゃ
ん
H
H
三
歳
)
は
、
元
気
で
育



おおず

J 

広報

hvパ
ッ
ト
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
で
交
流
三
世
代
交
流
研
修
会

一
月
十
八
日
、
北
只
の
パ
ッ
ト
パ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
場
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
、
青
年
団
か

ら
百
三
十
五
人
が
参
加
し
て
三
世
代
交
流
研
修

会
が
聞
か
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
楽
し
く
交
流

し
ま
し
た
。

昭和62年3月1日

舟メヲ
ズ町、f乎

P4入.c.，
H忽iJ

企喜多小学校で新春書き初め会
1月 6日、市内の小、中学生 610人が参加して
第四回新春書き初め会が聞かれました。

小学校 3年から中学校 3年までが参加し、課題
文字の「元気」、「理想」、「人類の幸福」などを力

強く書きました。

この会の優秀作品は、喜多小学校を皮切りに、

各学校で展示されました。

企駅前ロータリーを清掃奉仕

12月29日、大洲国鉄駅前のロータリーを肱北地

区の老人クラブ、『鶴亀会J(武田清繁会長)会員12
名が清掃しました。熱心に作業をして、リヤカ-

1台分のゴミが集まりました。武田さんらは、今

後も市内の公共施設を対象に清掃奉仕を続けてい

くとはりきっていました。

V
九

七

ゆ

歩

こ

う

会

一
月
十
八
日
、
肱
南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員
会
(
安
川
里
美
会
長
)
主
催

の
『
七
草
が
ゆ
歩
こ
う
会
』
が
聞
か
れ
、
小
学
生
な
ど
約
九
百
人
が
参
加
し
ま
し
た

市
民
会
館
↓
少
彦
名
神
社
↓
大
洲
神
社
、
約
五
キ
ロ
の
コ
l
ス
を
約
一
時
間
半
か
け

て
歩
き
、
大
洲
神
社
で
婦
人
会
の
人
た
ち
が
用
意
し
た
七
草
が
ゆ
を
、
今
年
一
年
の

健
康
を
願
い
な
が
ら
賞
味
し
て
い
ま
し
た
。

1月末までの ( 目 0 十十 0 ん!幅玄 校いな 集十
電 E 松二号間日日出で 現卒業 はが働し二松 通

大洲市内の交通事故 話 O 山[ 7 いま(願期間 いい在十 火らきて年度山 宇且A 宙'ー
、8 東高一 9 合わで情事 ま齢年 の曜、ない 東高
郵 9 二 0 受 す 五格資日月がま通 v、・、 4宝E山;x 

1月末|日t 年 f更 9 等 せけに 。、歳 を二らす信制等松山
現在同期 ど⑪0 校学 松 付よ二 職かが利回、。 学 zミK区 1間R 

件数 1 4 1 2 ち 山けっ月歴ら得用程ま諜校
ら 1 通 市 まで十 の七らし度た 程で東せで

負傷者 1 6 1 2 で 8 信 持 すは六 人歳十れて日家事を のは高 A宇
も 7 告IJ 田)、日たま、曜 生、校等~ 主.. 
可 課町 四 1 ちます高日

死者 。 1 )程二 月間 がで、。等あ続 f走を和昭 力h)
了 三月学の学るけ募六

ノ

9ー
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人
保
鍵
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

乳

幼

児

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

3
月
3
日
(
火
)
昭
和
白
年
目
月
生
※

3
月
日
日
(
火
)
昭
和
白
年
7
月
生
※

3
月
ロ
日
(
木
)
昭
和
印
年
8
月
生

3
月
口
日
(
火
)
昭
和
臼
年
4
月
生
※

3
月
但
日
(
火
)
昭
和
白
年
2
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

1
日
時
却
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

実

施

日

3
月
四
日
(
水

3
月
お
日
(
水

おおず広報

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

内

容

成
人
歯
科
相
談

乳
幼
児
歯
科
相
談

3
月
1
日

(
日
)

城
戸
眼
科
(
末
広
町
二

宮
⑫
3
0
0
8

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

鎌
田
産
婦
人
科
(
末
広
町
)

E
@
2
7
5
3
 

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

藤
本
外
科
(
中
町
二
)

宮
⑫
2
3
1
0

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

大
野
内
科
(
片
原
町
)

宮
(
⑪

6
8
0
0

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

3 
(月
日 22
)日

村
上
外
科
(
片
原
町
)

宮

@
2
2
6
2

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

岡
本
耳
鼻
科
(
本
町
二

宮
⑫
3
7
5
2

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

ま
ご
こ
ろ
の

えや 1 
c_.，.て冶 j 

3
月

8
日

(
日
)

3 
(月
日 15
~日

3
月
幻
日

(
土
)

3
月

m日
(
日
)献

血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

3
月
5
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
加
分

1
ロ
時

大
洲
自
動
車
教
習
所
日
時
l
M
時

お
く
り
も
の

金

一

封

若

宮

井

上

包

金

一

封

徳

森

力

丸

敬

祐

金

一

封

西

大

洲

宮

本

喜

市

金

一

封

若

宮

大

野

幸

恵

金
一
封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
パ
ザ
!
の

収
益
金
及
び
タ
オ
ル
他
百
点
)
片
原
町

全
電
通
大
洲
分
会
婦
人
会
議

金
一
封
(
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
販
売
寄
付

金
)
若
宮
愛
媛
南
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売

株
式
会
社
一
同
・
販
売
庖
一
同

四
千
六
百
十
円
(
一
年
間
の
こ
づ
か

い
を
預
託
)
平
野
町
谷
本
啓
美

三
千
六
百
十
八
円
(
一
年
間
の
ご
づ

か
い
を
預
託
)
平
野
町
谷
本
浩
二

金
一
封
(
寄
付
金
)
市
木
愛
媛
県

自
動
車
整
備
振
興
会
八
幡
浜
支
部
、
大

洲
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

金
一
封
(
十
二
月
二
十
一
日
開
催
の

チ
ャ
リ
テ
ィ

i
収
益
金
の
一
部
)

相談こと案内

いずれも無料です。

ご利用えださい。

修交通事故相談

と き 3月 9日 10a寺一15日寺

3月20日ク

ところ 市役所 1階会議室

惨人権相談

と き 3月20日 13日寺~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

惨心配ごと相談

とき 3月 2日

3月10日

3月25目。

ところ 社会福祉協議会事務局

惨家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

惨行政相談

と き 3月18日 9 時~12日寺

とごろ 市役所 1階会議室

急、がれる時は、電話で相談し

てください。宮⑫3794 (玉木)

惨社会保険相談

と き 3月23日 10時~16日寺

とごろ 大洲商工会議所

担当松山西社会保険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

と き 3月26日 13日手~15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上の人

惨何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館(東大洲)

宮⑫6100 大洲福祉会

館(新谷)ft⑫ 0947

砂不動産無料相談

と き 3月15日 9時一16日寺

ところ 宅建協会大洲支部(フ

ヂエダ花庖 2階、常磐町)

お気軽に

13時~16日寺

大

洲

菅
田
町

(
指
定
配
分
)

十
万
円
(
寄
付
金
を
福
祉
基
金
へ
)

常

磐

町

栗

田

末

市

金
一
封
(
寄
付
金
を
平
野
地
区
社
協

へ

)

平

野

町

東

文

道

金
一
封
(
肱
北
地
区
社
協
と
福
祉
基

金

へ

)

中

村

丹

羽

義

和

金
一
封
(
肱
北
地
区
社
協
へ
)

中

村

矢

野

美

奈

子

金
一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

八

多

喜

大

西

菊

男

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

山弁
根上

光雅
男人

10 

戸斤 宇刀 応、

E へ詳 干募資各o 0 しぞ 自
8 く 事合
9 は衛
⑪43 衛自 約十未満歳十八 R百h 

1 要万以霊
2 す洲重事努 円 上34中;

五
歳

~~~円円円~~~~~~円円~~~~~~~~~-----~

同
一
圏

三
月
で
、
昭
和
六
十
一
年
度
も
終
わ

り
で
す
。
進
学
、
就
職
な
ど
で
、
昨
年

は
約
三
百
人
が
市
外
へ
転
出
し
て
い
ま

す
。
昨
年
十
月
に
大
洲
市
は
、
人
口
四

万
人
の
大
台
に
乗
り
ま
し
た
が
、
ま
た

三
万
人
台
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

(
S
)
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